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ひざし ２０１５.４ 罫

ＪＡえんゆう広報誌

２０１5.４月号 №１9４

表紙写真：第２ＦＰ水利組合
リールマシン入魂式の様子

今月の主な記事
ＪＡえんゆう青年部第１６回定期総会

ＪＡえんゆう青年部新役員紹介 ２～３

第２ＦＰ水利組合リールマシン入魂式

平成２７年度遠軽町立茎アスパラ生産組合総会開催

融雪剤散布作業 ４

ＪＡ青年部畑作専門部定期総会

ＪＡ青年部酪農専門部通常総会

ＪＡ女性部酪農部会研修会 ５

平成２７年度外国人技能実習生９名を受入 ６

特集～「ＴＰＰ交渉問題を考える」～

「ＴＰＰは憲法破壊の協定です。即時交渉離脱を。」（後編）７

遠軽厚生病院だより ８～１１

平成２７年度新規採用職員紹介 １２

退職者挨拶 １３

理事会のあらまし

人事異動のお知らせ １４

クロスワードパズル

読者の声 １５

２０１５年農作業安全確認運動

いもたま作造くん １６

Ｐ
参
加
交
渉
問
題
等
で
先
行
き
不
透
明
な

農
業
情
勢
が
続
い
て
い
る
が
、
農
業
者
、

そ
し
て
Ｊ
Ａ
青
年
部
の
若
い
力
を
結
集
さ

せ
て
反
対
の
声
を
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う

と
力
強
く
述
べ
ま
し
た
。

総
会
は
、
来
賓
の
Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
中
川

菊
夫
代
表
理
事
組
合
長
、
湧
別
町
農
政
課

山
崎
幸
一
課
長
か
ら
の
祝
辞
、
武
部
新
衆

議
院
議
員
か
ら
の
祝
電
披
露
の
後
、
湧
別

町
南
兵
村
一
区
の
三
品
拓
也
さ
ん
と
湧
別

町
富
美
の
青
柳
圭
介
さ
ん
を
議
長
に
選
出

し
て
議
事
進
行
を
お
こ
な
い
、
平
成

年
２６

度
事
業
報
告
な
ら
び
に
収
支
決
算
、
平
成

年
度
事
業
計
画
な
ら
び
に
収
支
予
算
、

２７

なう片康太郎部長（写真右円内）

１１６回定期総会開催１６１６回回定期総会開定期総会開催催１６回定期総会開催

ファームポンド

Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
青

年
部
は
第

回
定
期

１６

総
会
を
３
月

日
に

２４

Ｊ
Ａ
本
所
大
会
議
室

で
部
員

名
が
出
席

４１

の
も
と
、
各
関
係
機
関

か
ら
来
賓
各
位
を
迎
え
て
開
催
し

ま
し
た
。

冒
頭
の
開
会
挨
拶
で
片
岡
康
太
郎
青
年

部
長
は
、
平
成

年
度
の
Ｊ
Ａ
青
年
部
活

２６

動
を
振
り
返
り
、
部
員
各
位
な
ら
び
に
関

係
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
っ
て
、

各
種
事
業
を
滞
り
な
く
実
施
出
来
た
こ
と

に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
、
政
府
の
Ｔ
Ｐ



茎 ひざし ２０１５.４

開会にあたり青年部綱領を朗唱する青年部員の皆さんと開会挨拶をおこ

祝辞を述べる
ＪＡえんゆう中川菊夫代表
理事組合長（上）と湧別町
山崎幸一農政課長（下）

役
員
改
選
の
全
提
出
議
案
が
滞
り
な

く
審
議
の
上
、
満
場
一
致
で
承
認
さ

れ
、
新
た
に
湧
別
町
南
兵
村
三
区
の

宍
戸
宏
光
さ
ん
を
青
年
部
長
に
選
出

し
、
新
役
員
体
制
が
決
ま
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
今
年
度
末
で
卒
部
と

な
っ
た
部
員
、
そ
し
て
新
し
く
青
年

部
に
加
入
し
た
部
員
か
ら
挨
拶
を
も

ら
い
、
盛
会
の
う
ち
に
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。

平成２７年度ＪＡ青年部 新役員一同

写真前列左より、片岡康太郎代表監事、志鎌英敏副

部長、宍戸宏光部長、大泉隆喜副部長、岡田拓也監

事、後列左より、水野暁理事、牧野俊介理事、長谷

川雄基理事、村田康則理事、澤口未来理事、箭内優

貴理事兼遠軽地区支部長、小崎光上湧別地区支部長

議長を務めた富美の青柳圭介さん（左）と
南兵村一区の三品拓也さん（右）

ＪＪＡえんゆう青年部第ＪＡえんゆう青年部ＪＡえんゆう青年部第第ＪＡえんゆう青年部第



え
ん
ゆ
う
管
内
の
兵
村
地
区
で
は
、
国
営
な
ら
び
道
営

事
業
で
用
排
水
整
備
と
圃
場
の
土
地
改
良
、
老
朽
化
し
た

リ
ー
ル
マ
シ
ン
の
更
新
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
リ
ー
ル
マ
シ
ン
の
更
新
の
一
番
手
と
し
て
、
第

２
Ｆ
Ｐ
水
利
組
合
に
新
し
い
リ
ー
ル
マ
シ
ン

台
が
３
月

１５

に
納
品
さ
れ
、
４
月
２
日
に
リ
ー
ル
マ
シ
ン
へ
の
入
魂
式

を
と
り
お
こ
な
い
ま
し
た
。

入
魂
式
は
、
上
湧
別
神
社
の
鎌
田
神
主
の
取
り
進
め
で

厳
か
に
お
こ
な
わ
れ
、
第
２
Ｆ
Ｐ
水
利
組
合
の
山
口
秀
雄

組
合
長
を
始
め
と
す
る
組
合
員
の
皆
さ
ん
と
関
係
者
一
同

が
玉
串
を
奉
奠
し
、
新
し
い
リ
ー
ル
マ
シ
ン
で
の
灌
水
作

業
の
安
全
と
組
合

員
の
無
病
息
災
を

祈
願
し
ま
し
た
。

入
魂
式
が
終
わ

っ
た
後
は
、
取
扱

説
明
会
と
安
全
祈

願
祭
が
お
こ
な
わ

れ
、
盛
会
の
う
ち

に
散
会
と
な
り
ま

し
た
。

灌
水
作
業
の
安
全
と
組
合
員
の
無
病
息
災
を
祈

灌
水
作
業
の
安
全
と
組
合
員
の
無
病
息
災
を
祈
願願

第
２
Ｆ
Ｐ
水
利
組
合
リ
ー
ル
マ
シ

第
２
Ｆ
Ｐ
水
利
組
合
リ
ー
ル
マ
シ
ンン
入
魂
式

入
魂
式

灌水作業の安全と組合員の無病息災を祈りました

ひざし ２０１５.４ 荊

融雪剤散布作業の様子

今
冬
は
積
雪
が
多
く
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
も
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
や
牛
舎
ま
わ
り
の
除
雪
作
業
に
追
わ
れ
た
年
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

３
月
に
入
り
、
冬
の
寒
さ
も
緩
ん
で
き
た
中
、
え
ん
ゆ

う
管
内
各
地
区
の
圃
場
で
は
、
４
月
か
ら
始
ま
る
畑
起
こ

し
や
植
付
け
な
ど
に
向
け
て
、
圃
場
へ
の
融
雪
剤
散
布
作

業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

融
雪
剤
散
布
作
業
は
、
例
年
３
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か

け
て
、
４
月
に
植
付
が
始
ま
る
玉
葱
を
定
植
す
る
圃
場
や

秋
ま
き
小
麦
の
圃
場
を
主
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

身
体
に
吹
き
つ
け
る
風
は
ま
だ
冷
た
い
も
の
の
、
春
を

思
わ
せ
る
よ
う
な
ま
ぶ
し
い
陽
射
し
の
中
、
雪
の
中
で
も

走
行
出
来
る
ゴ
ム
ク
ロ
ー
ラ
ー
に
装
着
し
た
ブ
ロ
ー
ド
キ

ャ
ス
タ
ー
（
肥
料

散
布
機
）
を
使
っ

て
、
白
銀
色
の
圃

場
に
融
雪
剤
が
撒

か
れ
て
い
き
、
走

っ
た
跡
が
淡
墨
色

の
軌
跡
と
な
っ
て

描
か
れ
る
様
子
が

各
地
区
で
見
ら
れ

ま
し
た
。

融
雪
剤
散
布
作
業

融
雪
剤
散
布
作
業
がが

進
め
ら

進
め
ら
れれ
てて
いい
ま
す
ま
す

平
成

年
度
遠
軽
町
立
茎
ア
ス
パ

平
成

年
度
遠
軽
町
立
茎
ア
ス
パ
ララ

2727

生
産
組
合
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

生
産
組
合
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
たた

開会挨拶を述べる岡村貴幸組合長

フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド

フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド

フ
ァ
ー
ム
ポ
ン

フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ドド

遠
軽
町
の
立
茎
ア
ス
パ
ラ
生
産
農
家
で
構
成
す
る
遠
軽

町
立
茎
ア
ス
パ
ラ
生
産
組
合
総
会
は
、
３
月

日
に
Ｊ
Ａ

２０

遠
軽
支
所
で
、
組
合
員
な
ら
び
に
関
係
者
一
同
を
集
め
て

開
催
し
ま
し
た
。

総
会
冒
頭
の
組
合
長
挨
拶
で
、
遠
軽
町
瀬
戸
瀬
の
岡
村

貴
幸
組
合
長
は
、「
昨
年
は
出
荷
も
順
調
に
進
み
、
過
去
最

高
の
出
荷
数
を
出
せ
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
等
で
の
評
判
も
高

く
、
今
後
も
こ
の
声
に
応
え
る
た
め
に
も
さ
ら
に
出
荷
量

を
増
や
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
し
、
来
賓
と
し
て

挨
拶
に
立
っ
た
佐
々
木
修
一
遠
軽
町
長
も
「
ふ
る
さ
と
納

税
に
対
す
る
お
礼
を
皆
さ
ん
の
ア
ス
パ
ラ
に
し
た
と
こ
ろ
、

申
込
み
が
殺
到
し
て
い
ま
す
。
遠
軽
町
と
し
て
も
う
れ
し

い
限
り
で
す
」
と
祝
辞
を
送
り
ま
し
た
。

総
会
は
、
岡
村
貴
幸
組
合
長
が
議
長
を
務
め
て
、
議
事

進
行
が
と
り
お
こ

な
わ
れ
、
平
成
２６

年
度
事
業
報
告
な

ら
び
に
収
支
決
算

を
始
め
と
す
る
全

議
案
が
滞
り
な
く

承
認
さ
れ
、
組
合

員
か
ら
も
販
路
拡

大
に
か
か
わ
る
様

々
な
新
し
い
提
案

が
あ
り
、
盛
会
の

う
ち
に
閉
会
と
な

り
ま
し
た
。



蛍 ひざし ２０１５.４

女性部酪農部会講習会の様子

Ｊ
Ａ
青
年
部
畑

作
専
門
部
は
、
３

月

日
に
Ｊ
Ａ
本

１９
所
で
第

回
定
期

１６

総
会
を
部
員

名
２０

が
出
席
の
も
と
、

各
関
係
機
関
か
ら

来
賓
各
位
を
迎
え

て
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
は
、
湧
別

町
北
兵
村
一
区
の

高
嶋
慎
一
さ
ん
が
議
長
を
務
め
、
平
成

年
度
事
業
報
告

２６

な
ら
び
に
収
支
決
算
を
は
じ
め
と
す
る
全
議
案
が
滞
り
な

く
承
認
さ
れ
、
新
し
く
湧
別
町
北
兵
村
三
区
の
水
野
暁
さ

ん
が
畑
作
専
門
部
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

☆
新
役
員
（
敬
称
略
）

部

長

水
野

暁
（
湧
別
町
北
兵
村
三
区
）

副
部
長

牧
野

俊
介
（
湧
別
町
北
兵
村
一
区
）

会

計

長
谷
川
雄
基
（
湧
別
町
上
湧
別
屯
田
市
街
地
）

監

事

大
泉

隆
喜
（
湧
別
町
南
兵
村
三
区
）

畑
作
専
門
部
定
期
総
会
開

畑
作
専
門
部
定
期
総
会
開
催催

Ｊ
Ａ
青
年
部
酪

農
専
門
部
は
、
３

月

日
に
Ｊ
Ａ
本

２０
所
で
平
成

年
度

２６

通
常
総
会
を
部
員

名
が
出
席
の
も

２５と
、
各
関
係
機
関

か
ら
来
賓
各
位
を

迎
え
て
開
催
し
ま

し
た
。

総
会
は
、
湧
別

町
北
兵
村
三
区
の
松
浦
慶
太
さ
ん
と
遠
軽
町
豊
里
の
鈴
木

竜
一
さ
ん
が
議
長
を
務
め
、
平
成

年
度
事
業
報
告
な
ら

２６

び
に
収
支
決
算
を
始
め
と
す
る
全
議
案
が
滞
り
な
く
承
認

さ
れ
、
新
し
く
湧
別
町
富
美
の
村
田
康
則
さ
ん
が
酪
農
専

門
部
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

☆
新
役
員
（
敬
称
略
）

部

長

村
田

康
則
（
湧
別
町
富
美
）

副
部
長

澤
口

未
来
（
湧
別
町
北
兵
村
三
区
）

副
部
長

箭
内

優
貴
（
遠
軽
町
美
山
）

監

事

片
岡
康
太
郎
（
湧
別
町
札
富
美
）

監

事

岡
田

拓
也
（
遠
軽
町
千
代
田
）

畑作専門部新執行部の皆さん

酪
農
専
門
部
通
常
総
会
開

酪
農
専
門
部
通
常
総
会
開
催催

挨拶を述べる酪農専門部の佐藤健二部長

繁
殖
に
つ
い
て
学

繁
殖
に
つ
い
て
学
ぶぶ

女
性
部
酪
農
部
会
研
修

女
性
部
酪
農
部
会
研
修
会会
をを
開
催
開
催

Ｊ
Ａ
女
性
部
酪
農
部
会
は
３
月

日
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
農

１３

業
共
済
組
合
遠
軽
診
療
所
で
研
修
会
を
開
催
し
、
部
員
１２

名
が
出
席
し
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
会
で
は
、
酪
農
経
営
の
基
本
で
あ
り
、
最

も
重
要
な
「
繁
殖
」
に
つ
い
て
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
農
業
共
済

組
合
遠
軽
診
療
所
の
大
橋
輝
彰
獣
医
師
に
わ
か
り
や
す
く

教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

大
橋
獣
医
師
か
ら
は
、
「
発
情
発
見
が
繁
殖
成
績
改
善

の
第
一
歩
。
作
業
し
な
が
ら
見
る
の
で
な
く
、
牛
を
観
察

す
る
時
間
を
作
っ
て
下
さ
い
」、「
繁
殖
検
診
の
目
的
が
牛

の
集
団
治
療
で
あ
っ
て
は
ダ
メ
で
す
。
そ
の
他
の
デ
ー
タ

と
あ
わ
せ
て
、
自
分
の
牛
群
の
ど
こ
が
問
題
な
の
か
把
握

す
る
た
め
に
お
こ
な
い
、
飼
養
管
理
の
改
善
と
適
切
な
治

療
に
役
立
て
て
下
さ
い
」
と
話
し
、
繁
殖
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

や
繁
殖
の
管
理
や

検
診
な
ど
に
つ
い

て
、
様
々
な
こ
と

を
教
え
て
も
ら
い

ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
東

亜
薬
品
工
業
株
式

会
社
の
朽
木
氏
よ

り
、
仔
牛
に
用
い

る
生
菌
剤
に
つ
い

て
、
話
題
提
供
し

て
も
ら
い
、
有
意

義
な
う
ち
に
研
修

会
を
終
わ
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。



ひざし ２０１５.４ 計

クリチュユタ・ワランヤ さん
（高柳 雅一 農場）

チュスーン・ベンジャマ さん
（石田 昭夫 農場）

ピパッワタナクン・パリダ さん
（斉藤 秀樹 農場）

ヤムケオ・スチャダ さん

（青果物センター）
キッティシリモンコン・ガンヤさん
（青果物センター）

プーンシィ・サイフォン さん
（青果物センター）

ハッタシィ・サオワパップ さん
（青果物センター）

チャトプルック・シィプラパ さん
（青果物センター）

ピサイ・セースパン さん

（青果物センター）

畑
作
農
家
と
Ｊ
Ａ
青
果
物
セ
ン

タ
ー
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
３

月

日
に
タ
イ
か
ら
技
能
実
習
生

２４
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

実
習
生
の
皆
さ
ん
は

月
ま
で

１２

の
間
、
農
業
に
か
か
わ
る
技
能
を

学
び
ま
す
。

現
在
は
、
一
ヶ
月
の
事
前
講
習

で
日
本
語
を
始
め
と
し
て
、
日
本

の
風
習
や
農
業
に
か
か
わ
る
基
礎

知
識
を
学
ん
で
い
て
、
こ
の
後
、
４

月
下
旬
か
ら
各
実
習
先
で
の
技
能

実
習
に
入
り
ま
す
。

実
習
生
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ま

だ
ま
だ
日
本
の
言
葉
や
風
習
等
に

慣
れ
て
い
な
い
こ
と
も
多
々
あ
る

と
存
じ
ま
す
が
、
見
か
け
た
と
き

は
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
て
も
ら
う

な
ど
、
地
域
の
皆
さ
ん
で
暖
か
く

接
し
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

事前講習会の様子

外外国人技能実習生 事前講習会
タイ人実習生９名を受入

外外国人技能実習生 事前講習会
タイ人実習生９名を受入

外国人技能実習生 事前講習会
タイ人実習生９名を受入
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経 歴

弁護士｡１９５４年生まれ。十勝管内更別村出身。実家は畑作農家。北大教育学部を卒

業し、独学で司法試験に合格｡１９８８年札幌弁護士会に登録。北海道合同法律事務所に

所属し、じん肺訴訟、道庁裏金問題、豊浜トンネル崩落事故訴訟、自衛隊イラク派遣差

止訴訟､自衛官の人権裁判など、道内の憲法･行政･人権裁判を数多く手がける｡道弁連憲

法委員会事務局長｡

機
関
ま
で
含
ま
れ
、「
措
置
」
に
は
行
政
府

の
行
為
だ
け
で
な
く
、
法
律
や
制
度
、
裁

判
ま
で
広
く
含
ま
れ
ま
す
。

簡
単
に
言
い
ま
す
と
、
外
国
投
資
家
の

前
に
国
家
が
自
ら
主
権
を
制
限
し
、
彼
ら

の
金
も
う
け
の
自
由
を
最
大
限
に
保
障
し

て
や
る
制
度
で
す

Ｉ
Ｓ
Ｄ
条
項
に
基
づ
く
提
訴
が
急
増
し

た
の
は
、
１
９
９
４
年
発
効
の
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ

Ａ
（
北
米
自
由
貿
易
協
定
）
か
ら
で
し
た
。

累
計
件
数
が
４
５
０
件
に
及
び
、
原
告
企

業
の
数
は
ア
メ
リ
カ
が
断
ト
ツ
に
多
く
、

勝
っ
た
の
は
ア
メ
リ
カ
企
業
だ
け
だ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
仲
裁
の
結
果
を
秘
密
に

で
き
る
の
で
正
確
な
こ
と
す
ら
分
か
ら
な

い
と
い
う
状
況
で
す
。
何
と
も
恐
ろ
し
い

話
で
す
。

Ｉ
Ｓ
Ｄ
条
項
は
、
国
会
が
国
民
の
最
高

意
思
決
定
機
関
で
あ
る
と
す
る
憲
法
４
１

条
や
、
日
本
で
の
紛
争
は
日
本
の
裁
判
所

で
解
決
で
き
る
と
す
る
憲
法
７
６
条
に
反

す
る
、
重
大
な
憲
法
違
反
で
す
。

こ
れ
は
、
安
倍
政
権
が
誕
生
し
た
平
成

年
末
の
総
選
挙
に
お
い
て
、
自
民
党
が

２４掲
げ
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
の
公
約
ス
ロ
ー
ガ
ン

で
す
。

政
府
・
自
民
党
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
に
含

ま
れ
る
Ｉ
Ｓ
Ｄ
条
項
が
、
食
の
安
全
、
医

療
・
福
祉
・
教
育
、
労
働
法
制
、
産
業
振

興
、
地
域
振
興
な
ど
の
様
々
な
国
内
規
制

＝
非
関
税
障
壁
を
撤
廃
さ
せ
る
こ
と
に
本

質
が
あ
り
、
わ
が
国
の
主
権
を
侵
害
し
か

ね
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
る
証
拠
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
耳
慣
れ
な
い
「
Ｉ
Ｓ
Ｄ

条
項
」
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

外
国
投
資
家
（
企
業
や
個
人
）
が
、
投

資
協
定
に
反
す
る
と
考
え
た
と
き
に
、
そ

の
国
を
相
手
に
国
際
仲
裁
機
関
に
訴
え
る

こ
と
が
で
き
、
訴
え
ら
れ
た
国
の
政
府
は

そ
の
仲
裁
判
断
に
無
条
件
に
従
う
こ
と
を

約
束
す
る
こ
と
を
定
め
た
条
項
の
こ
と
で

す
。こ

の
場
合
の
「
政
府
」
に
は
中
央
政
府

だ
け
で
な
く
、
地
方
自
治
体
や
政
府
投
資

特集〜特集〜「「ＴＰＰＴＰＰ交渉問題を考える」交渉問題を考える」〜〜

佐 藤 博 文
（弁護士）

「
国
の
主
権
を
損
な
う
よ
う
な

Ｉ
Ｓ
Ｄ
条
項
は
合
意
し
な
い
」

「「ＴＰＴＰＰＰは憲法破壊の協定ですは憲法破壊の協定です。。
即時交渉離脱を即時交渉離脱を。。」」〈後編〉〈後編〉

「「ＴＰＴＰＰＰは憲法破壊の協定ですは憲法破壊の協定です。。
即時交渉離脱を即時交渉離脱を。。」」〈後編〉〈後編〉

「ＴＰＰは憲法破壊の協定です。
即時交渉離脱を。」〈後編〉
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遠軽厚生病院だより

第

回
住
民
公
開
講
座

９２

『
小
児
の
最
近
の
予
防
接
種
』

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

遠
軽
厚
生
病
院

小
児
科
部
長

三

浦

優
利
香

す
。日

本
で
は
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
導
入

前
、
年
間
約
２
０
０
人
が
肺
炎
球
菌
髄
膜

炎
を
発
症
し
、
そ
の
う
ち
約
６−

７
％
が

死
亡
、
約

％
に
脳
障
害
や
聴
力
障
害
な

３０

ど
の
後
遺
症
を
残
し
て
お
り
、H

ib

髄
膜

炎
よ
り
も
さ
ら
に
重
篤
で
す
。

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
２
０
１
０
年
に

導
入
さ
れ
、
２
０
１
３
年
よ
り
定
期
接
種

に
な
り
ま
し
た
。
導
入
前
と
比
較
す
る
と
、

ワ
ク
チ
ン
に
含
ま
れ
る
血
清
型
の
肺
炎
球

菌
に
よ
る
侵
襲
性
肺
炎
球
菌
感
染
症
は
激

減
し
ま
し
た
が
、
ワ
ク
チ
ン
に
含
ま
れ
な

い
血
清
型
に
よ
る
も
の
が
増
加
し
ま
し
た
。

海
外
で
は
ワ
ク
チ
ン
に
よ
っ
て
中
耳
炎
や

肺
炎
も
減
少
し
た
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
生
後
２−

６
か

月
に
そ
れ
ぞ
れ

日
以
上
あ
け
て
初
回
３

２７

回
、
初
回
終
了
後

日
以
上
あ
け
て
生
後

６０

か
月
か
ら

か
月
で
追
加
１
回
を
接
種

１２

１５

し
ま
す
。H

ib

ワ
ク
チ
ン
と
同
様
、
生
後

２
か
月
に
な
っ
た
ら
で
き
る
だ
け
早
く
接

種
を
開
始
し
、
生
後
６
か
月
ま
で
に
初
回

３
回
の
接
種
を
済
ま
せ
て
、
１
歳
に
な
っ

た
ら
追
加
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

年
間
約
６
０
０
人
がH

ib

髄
膜
炎
を
発
症

し
、
そ
の
う
ち
約
２−

３
％
が
死
亡
、
約

％
に
脳
障
害
や
聴
力
障
害
な
ど
の
後
遺

１５症
を
残
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
喉
頭
蓋
炎

に
よ
る
窒
息
で
の
死
亡
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

H
ib

ワ
ク
チ
ン
は
２
０
０
８
年
に
導
入

さ
れ
、
２
０
１
３
年
よ
り
定
期
接
種
に
な

り
ま
し
た
。
導
入
前
と
比
較
す
る
と
、
侵

襲
性H

ib

感
染
症
（
侵
襲
性
感
染
症
尺
血

液
や
髄
液
等
、
本
来
無
菌
的
な
部
位
か
ら

細
菌
が
分
離
さ
れ
る
も
の
）
の

％
が
減

９８

少
し
て
い
ま
す
。

H
ib

ワ
ク
チ
ン
は
生
後
２−

６
か
月
に

そ
れ
ぞ
れ

日
以
上
あ
け
て
初
回
３
回
、

２７

初
回
終
了
後
７
か
月
以
上
あ
け
て
追
加
１

回
を
接
種
し
ま
す
。
生
後
２
か
月
に
な
っ

た
ら
で
き
る
だ
け
早
く
接
種
を
開
始
し
、

生
後
６
か
月
ま
で
に
初
回
３
回
の
接
種
を

済
ま
せ
て
、
１
歳
に
な
っ
た
ら
追
加
接
種

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

隠

肺
炎
球
菌
感
染
症

肺
炎
球
菌
に
よ
る
感
染
症
で
す
。
肺
炎

球
菌
は
お
よ
そ
生
後
３
か
月
か
ら
５
歳
ま

で
の
乳
幼
児
に
細
菌
性
髄
膜
炎
、
敗
血
症
、

肺
炎
、
中
耳
炎
な
ど
を
引
き
起
こ
し
ま

り
ま
し
た
。
２
０
１
２
年
、
経
口
生
ポ
リ

オ
ワ
ク
チ
ン
に
代
わ
っ
て
不
活
化
ポ
リ
オ

ワ
ク
チ
ン
（IP

V

）
が
定
期
接
種
と
な
り
、

さ
ら
に
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
咳
・
破
傷
風

混
合
ワ
ク
チ
ン
（D

P
T

ワ
ク
チ
ン
）
と
の

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
（D

P
T
-IP
V

ワ
ク
チ

ン
）
が
定
期
接
種
に
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

最
近
で
は
昨
年

月
に
水
痘
ワ
ク
チ
ン
が

１０

定
期
接
種
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

他
、
任
意
接
種
の
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
、

お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク
チ
ン
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
は
接
種
が
勧
め
ら
れ
て
お

り
、
結
果
と
し
て
乳
幼
児
期
に
は
多
数
の

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。

陰

H
ib

感
染
症
（
ヘ
モ
フ
ィ
ル
ス
・
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
菌
b
型
感
染
症
）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
b
型
（H

a
em
o
p
h

ilu
s
In
flu
en
za
e
ty
p
e
b
;
H
ib

）
に
よ
る

感
染
症
で
す
。H

ib

は
お
よ
そ
生
後
３
か

月
か
ら
５
歳
ま
で
の
乳
幼
児
に
細
菌
性
髄

膜
炎
、
敗
血
症
、
喉
頭
蓋
炎
な
ど
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。

日
本
で
は
、H

ib

ワ
ク
チ
ン
導
入
前
、

予
防
接
種
制
度
は
近
年
め

ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
お
り
、

乳
幼
児
期
に
受
け
る
べ
き
ワ

ク
チ
ン
の
数
が
増
え
て
い
ま

す
。
ワ
ク
チ
ン
で
予
防
可
能

な
疾
患
（v

a
ccin
e-p
rev
en
t

a
b
le
d
ise
a
se
s;
V
P
D

）、
予

防
接
種
の
効
果
、
従
来
の
単

独
接
種
に
代
わ
る
同
時
接
種

に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

２
０
０
６
年
、
麻
疹
・
風

疹
混
合
ワ
ク
チ
ン
（
Ｍ
Ｒ
ワ

ク
チ
ン
）
が
１
回
か
ら
２
回

の
定
期
接
種
に
な
り
ま
し
た
。

２
０
０
８
年
に
はH
ib

ワ
ク

チ
ン
、
２
０
１
０
年
に
は
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が

始
ま
り
、
と
も
に
２
０
１
１

年
よ
り
公
費
助
成
が
開
始
さ

れ
、
２
０
１
３
年
か
ら
定
期

接
種
に
な
っ
て
い
ま
す
。
２

０
１
１
年
に
は
ロ
タ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
も
始
ま

１
．最
近
の
予
防
接
種
の
変
化

２
．VP

D

と
予
防
接
種
の
効
果
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か
し
、D

P
T

接
種
後
の
死
亡
が
２
例
報
告

さ
れ
、
１
９
７
５
年
に
一
時
中
止
と
な
る

と
、
１
９
７
６−

１
９
８
１
年
に
全
国
的

に
流
行
し
、
死
者
数
も
増
加
し
ま
し
た
。

１
９
８
１
年
に
現
行
の
改
良
型D

P
T

が

開
始
と
な
り
流
行
は
阻
止
さ
れ
ま
し
た
が
、

２
０
０
８
年
以
降
、
再
び
流
行
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
成
人
の
間
で
流

行
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
前
の
乳
児
の
感
染

源
に
な
り
ま
し
た
。
免
疫
が
低
下
す
る
青

年
期
以
降
に
も
追
加
接
種
が
必
要
と
思
わ

れ
ま
す
。

D
P
T
-IP
V

ワ
ク
チ
ン
が
定
期
接
種
に

な
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
接
種
に
関
し

て
は
ジ
フ
テ
リ
ア
の
項
を
参
照
し
て
く
だ

さ
い
。

烏

破
傷
風

破
傷
風
菌
に
よ
る
感
染
症
で
す
。
破
傷

風
菌
が
産
生
す
る
破
傷
風
毒
素
に
よ
り
、

筋
肉
の
痙
攣
が
起
こ
り
ま
す
。
開
口
障
害
、

痙
笑
に
始
ま
っ
て
、
数
日
以
内
に
全
身
の

筋
肉
に
強
直
性
痙
攣
が
起
こ
り
、
後
弓
反

張
を
し
ま
す
。
次
第
に
激
し
さ
と
頻
度
を

増
し
、
死
に
至
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

１
９
５
０
年
の
患
者
数
は
１
，９
１
５

人
、
死
亡
者
数
は
１
，５
５
８
人
で
う
ち

過
半
数
は

歳
未
満
で
し
た
。
１
９
６
８

１５

年
、D

P
T

ワ
ク
チ
ン
が
定
期
接
種
に
な
っ

て
以
降
患
者
数
は
減
少
し
、
１
９
９
０
以

降
は
年
間
約
１
０
０
名
前
後
で
、
そ
の
う

ち

．５
％
が

歳
以
上
で
し
た
。
こ
れ

９３

４０

は

代
を
境
に
急
激
に
免
疫
が
低
下
し
て

４０
い
る
た
め
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
成
人

へ
の
追
加
接
種
が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
う
ち
約

％
が
死
亡
し
ま
し
た
が
、

１０

１
９
４
８
年
の
定
期
接
種
開
始
以
降
は
そ

の
数
が
激
減
し
、
１
９
９
９
年
以
降
発
生

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て

開
発
途
上
国
を
中
心
に
流
行
が
み
ら
れ
る

た
め
、
渡
航
先
で
感
染
す
る
可
能
性
は
あ

り
ま
す
。
ま
た
成
人
の
免
疫
が
低
下
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
国
内
で
流
行
す
る

可
能
性
も
あ
り
、
対
応
策
の
検
討
が
必
要

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接

種
後
は
、
ほ
ぼ
１
０
０
％
が
免
疫
を
獲
得

し
、
約

年
間
持
続
し
ま
す
。

１０

D
P
T
-IP
V

ワ
ク
チ
ン
とD

T

ワ
ク
チ
ン

が
定
期
接
種
に
な
っ
て
い
ま
す
。
生
後
３

か
月−

か
月
に
そ
れ
ぞ
れ

−

日
ま

１１

２０

５６

で
の
間
隔
を
お
い
て
初
回
３
回
、
初
回
終

了
後

か
月−

か
月
あ
け
て
追
加
１
回
、

１２

１８

D
T

を

−

歳
で
１
回
接
種
し
ま
す
。

１１

１２

生
後
３
か
月
で
ヒ
ブ
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
な
ど
と
同
時
接
種
で
開
始
し
、B

C
G

ワ

ク
チ
ン
の
接
種
の
前
に
初
回
３
回
を
済
ま

せ
ま
し
ょ
う
。

宇

百
日
咳

百
日
咳
菌
に
よ
る
感
染
症
で
、
特
有
な

咳
発
作
を
特
徴
と
し
ま
す
。
生
後
３
か
月

未
満
の
乳
児
が
罹
患
す
る
と
、
無
呼
吸
発

作
、
肺
炎
、
中
耳
炎
、
脳
症
な
ど
の
合
併

症
で
死
亡
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ワ
ク

チ
ン
導
入
前
に
は
子
ど
も
の
間
で
流
行
し
、

患
者
数
は
年
間

万
以
上
で
、
そ
の
約

１０

１０

％
が
死
亡
し
て
い
ま
し
た
。
１
９
５
８
年

に
ワ
ク
チ
ン
が
導
入
さ
れ
、
１
９
６
８
年
、

D
P
T

ワ
ク
チ
ン
と
し
て
定
期
接
種
に

な
っ
て
、
患
者
数
は
減
少
し
ま
し
た
。
し

吋

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
で
す
。

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
は
小
児
に
急
性
胃
腸
炎
を

引
き
起
こ
し
ま
す
。
日
本
で
は
ロ
タ
ウ
イ

ル
ス
胃
腸
炎
で
毎
年

万
人
が
外
来
を
受

８０

診
し
、
８
万
人
が
入
院
、
約

人
が
死
亡

１０

し
て
い
ま
す
。
ま
た
脳
炎
・
脳
症
を
合
併

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
２
０
１
１
年
に

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
が
導
入
さ
れ
ま

し
た
。
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
は
重
症

化
を
約

％
予
防
で
き
ま
す
が
、
年
齢
に

９０

よ
り
腸
重
積
を
発
症
す
る
可
能
性
が
あ
り
、

接
種
時
期
は
厳
守
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。ロ

タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
は
経
口
の
ワ

ク
チ
ン
で
、
任
意
接
種
で
す
。
ワ
ク
チ
ン

接
種
で
重
症
化
を
約

％
防
ぐ
こ
と
が
で

９０

き
、W

H
O
は
全
て
の
子
ど
も
へ
接
種
す

る
よ
う
勧
奨
し
て
い
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
の
種
類
に
よ
り
接
種
回
数
が

異
な
り
ま
す
。
い
ず
れ
の
ワ
ク
チ
ン
も
生

後
６
週
か
ら
接
種
で
き
、
４
週
間
隔
で
２

回
ま
た
は
３
回
接
種
し
ま
す
。
接
種
で
き

る
期
間
が
短
い
の
で
、
初
回
は
生
後
２
か

月
に
な
っ
た
ら
で
き
る
だ
け
早
く
接
種
を

開
始
し
、
生
後

週
６
日
ま
で
に
済
ま
せ

１４

ま
し
ょ
う
。

右

ジ
フ
テ
リ
ア

ジ
フ
テ
リ
ア
菌
に
よ
る
感
染
症
で
、
呼

吸
困
難
、
気
道
閉
塞
、
毒
素
に
よ
る
合
併

症
（
心
筋
炎
に
よ
る
心
不
全
、
神
経
炎
に

よ
る
呼
吸
筋
麻
痺
な
ど
）
な
ど
で
死
亡
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
日
本
で
は
１
９
４

５
年
に
約
８
６
，０
０
０
人
が
罹
患
し
、

韻

Ｂ
型
肝
炎

Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
（H

B
V

）
に
よ
る

肝
炎
で
す
。
乳
幼
児
期
にH

B
V

に
感
染

す
る
と
多
く
は
無
症
状
で
、

％
以
上
が

９０

持
続
感
染
に
移
行
し
、
肝
硬
変
や
肝
癌
に

進
展
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
幼
児
期
以

降
に
感
染
す
る
と
、
多
く
は
急
性
肝
炎
後

に
治
癒
し
、
一
過
性
感
染
で
終
わ
り
ま
す

が
、
ま
れ
に
劇
症
肝
炎
に
進
展
し
て
死
亡

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
最
近
は
、

急
性
肝
炎
後
に
持
続
感
染
へ
移
行
し
や
す

い
タ
イ
プ
のH

B
V

が
急
増
し
て
い
ま
す
。

輸
血
用
血
液
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査

や
母
子
感
染
防
止
事
業
に
よ
っ
てH

B
V

感
染
者
数
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
現
在

も
日
本
で
年
間
６
，０
０
０
人
以
上
が
新

た
に
感
染
し
、
約
５
，０
０
０
人
がH

B
V

に
よ
る
肝
癌
で
、
約
１
，０
０
０
人
が
肝

硬
変
で
死
亡
し
て
い
ま
す
。

Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
は
現
在
、
任
意
接

種
で
す
が
、
世
界
保
健
機
関
（W

H
O

）
は

全
て
の
子
ど
も
へ
接
種
す
る
よ
う
勧
奨
し

て
お
り
、
日
本
で
も
早
け
れ
ば
２
０
１
６

年
に
定
期
接
種
に
な
る
予
定
で
す
。
生
後

２−

８
か
月
で
３
回
接
種
し
ま
す
。
１
回

目
と
２
回
目
の
間
は
４
週
、
１
回
目
と
３

回
目
の
間
は

−

週
あ
け
ま
す
。
生
後

２０

２４

２
か
月
か
らH

ib

、
肺
炎
球
菌
、
ロ
タ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
と
の
同
時
接
種
を
開
始

す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

ま
たH

B
V

キ
ャ
リ
ア
の
母
か
ら
出
生

し
た
児
に
は
、
出
生
直
後
よ
りH

B

免
疫

グ
ロ
ブ
リ
ン
と
ワ
ク
チ
ン
を
用
い
た
予
防

を
行
い
ま
す
。
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代
の
男
性
を
中
心
に
、
２
０
１
２
か
ら
２

０
１
３
年
に
流
行
し
ま
し
た
。
そ
の
際
に

は
先
天
性
風
疹
症
候
群
も
急
激
に
増
加
し

て
い
ま
す
。
免
疫
の
な
い
成
人
へ
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
は
先
天
性
風
疹
症
候
群
の
予

防
を
第
一
の
目
的
と
し
て
い
ま
す
。M

R

ワ
ク
チ
ン
が
定
期
接
種
に
な
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
接
種
に
関
し
て
は
麻
疹
の
項
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

鵜

水
痘

水
痘
帯
状
疱
疹
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染

症
で
す
。
紅
斑
、
水
疱
、
膿
疱
、
か
さ
ぶ

た
の
順
に
進
行
す
る
発
疹
が
出
現
し
、
同

時
に
各
病
期
の
発
疹
が
混
在
し
ま
す
。
重

症
な
印
象
の
な
い
疾
患
で
す
が
、
日
本
で

は
年
間
約
１
０
０
万
人
が
罹
患
し
、約
４
，

０
０
０
人
が
重
症
化
か
ら
入
院
、
約

人
２０

が
死
亡
し
て
い
ま
す
。
ま
れ
に
脳
炎
や
、

ア
ス
ピ
リ
ン
と
の
併
用
に
よ
る
ラ
イ
症
候

群
な
ど
の
合
併
が
あ
り
ま
す
。
免
疫
抑
制

状
態
に
あ
る
児
で
は
、
重
症
化
し
て
死
に

至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
免
疫
の
な
い
妊

娠
中
の
女
性
が
感
染
す
る
と
、
児
が
先
天

性
水
痘
症
候
群
を
発
症
し
た
り
、
児
に
重

症
水
痘
を
引
き
起
こ
し
た
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

２
０
１
４
年

月
か
ら
水
痘
ワ
ク
チ
ン

１０

が
定
期
接
種
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ワ
ク

チ
ン
に
よ
り
約

％
の
発
症
予
防
効
果
が

８０

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
生
後

−１２

１５

か
月
で
１
回
目
、
１
回
目
か
ら
３
か
月
以

上
あ
け
て
２
回
目
を
接
種
し
ま
す
。
１
歳

に
な
っ
た
ら
１
回
目
を
接
種
し
、
そ
の
３

度
で
生
じ
、

−

％
に
後
遺
症
を
残
し
、

２０

４０

致
死
率
は
約

％
で
す
。
ご
く
ま
れ
に
、

１５

罹
患
か
ら
数
年
を
経
て
亜
急
性
硬
化
性
全

脳
炎
と
い
う
致
死
的
な
脳
炎
を
発
症
し
ま

す
。１

９
９
０
年
代
ま
で
は
大
規
模
な
流
行

を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。
２
０
０
６
年

にM
R

ワ
ク
チ
ン
２
回
が
定
期
接
種
に
な

り
、
国
を
挙
げ
て
麻
疹
対
策
を
行
っ
た
結

果
、
患
者
数
は
現
在
ま
で
少
な
く
抑
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応
で
急

性
脳
炎
を
発
症
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

１
０
０
万
人
に
１
人
以
下
の
割
合
で
、
自

然
感
染
の
場
合
よ
り
も
ず
っ
と
少
な
い
頻

度
で
す
。

M
R

（
麻
疹
・
風
疹
）
混
合
ワ
ク
チ
ン

が
定
期
接
種
に
な
っ
て
い
ま
す
。
１
歳
時

に
１
期
１
回
、
小
学
校
入
学
前
１
年
間
に

２
期
１
回
を
接
種
し
ま
す
。

卯

風
疹

風
疹
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
で
す
。

発
熱
、
発
疹
、
リ
ン
パ
節
腫
脹
、
関
節
痛

を
主
症
状
と
し
、
予
後
良
好
な
疾
患
で
す

が
、
３
，０
０
０
人
に
１
人
の
割
合
で
血

小
板
減
少
性
紫
斑
病
、
６
，０
０
０
人
に

１
人
の
割
合
で
急
性
脳
炎
な
ど
を
合
併
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
免
疫
の
な
い
妊
娠

中
の
女
性
が
感
染
す
る
と
、
胎
児
が
難
聴
、

心
疾
患
、
白
内
障
、
精
神
運
動
発
達
遅
滞

な
ど
を
来
す
、
先
天
性
風
疹
症
候
群
を
発

症
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

中
学
生
の
女
子
の
み
を
対
象
に
定
期
接

種
を
行
っ
て
い
た
時
期
が
あ
り
、
ワ
ク
チ

ン
を
受
け
て
お
ら
ず
免
疫
の
な
い

～
２０

４０

３
～
４
歳
以
下
、
特
に
１
歳
未
満
は
重
症

化
し
や
す
い
で
す
。
思
春
期
以
降
で
は
初

感
染
か
ら
数
年
な
い
し
十
数
年
を
経
て
、

免
疫
機
能
の
低
下
を
誘
因
と
し
て
肺
結
核

を
発
症
す
る
場
合
が
多
い
で
す
。
治
療
に

は
半
年
以
上
か
か
り
ま
す
。

１
９
３
５
年
か
ら
終
戦
ま
で
、
結
核
は

ず
っ
と
日
本
の
死
亡
順
位
の
第
１
位
で
、

全
死
亡
の

％
を
占
め
て
い
ま
し
た
。B

１２

C
G

の
導
入
に
よ
り
、
罹
患
率
は
１
９
７

０
年
代
ま
で
順
調
に
減
少
し
て
き
ま
し
が
、

年
代
に
入
っ
て
増
加
傾
向
を
示
し
、
厚

８０生
省
（
当
時
）
は
１
９
９
９
年
、「
結
核
緊

急
事
態
宣
言
」
を
発
し
ま
し
た
。
２
０
０

０
年
の
新
規
結
核
患
者
は
３
９
，３
８
４

人
（
罹
患
率

．０
）、
結
核
死
亡
者
は
２
，

３１

６
５
０
人
（
結
核
死
亡
率
２
．１
）
で
し
た
。

２
０
１
３
年
の
日
本
の
罹
患
率
は

．１

１６

ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
依
然
と
し
て

米
国
（
３
．１
）
の
５
．２
倍
、
ド
イ
ツ

（
４
．９
）
の
３
．３
倍
で
す
。
B
C
G

が
定
期
接
種
に
な
っ
て
い
ま
す
。

５
か
月
か
ら
８
か
月
未
満
で
１
回
接
種
し

ま
す
。H

ib

、
肺
炎
球
菌
、D

P
T
−
IP
V

ワ

ク
チ
ン
を
３
回
受
け
た
後
の
生
後
５
か
月

ご
ろ
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。
乳
児
期
に
お

け
る
B
C
G
の
感
染
予
防
効
果
は
約

％
７５

で
、

−

年
持
続
し
ま
す
。

１０

１５

雨

麻
疹

麻
疹
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
で
す
。

通
常
は
７−

９
日
で
回
復
し
ま
す
が
、
肺

炎
、
中
耳
炎
、
ク
ル
ー
プ
症
候
群
、
脳
炎

な
ど
を
合
併
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
脳

炎
は
１
，０
０
０
人
に
１
人
か
２
人
の
頻

D
P
T
-IP
V

ワ
ク
チ
ン
とD

T

ワ
ク
チ
ン

が
定
期
接
種
に
な
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的

な
接
種
に
関
し
て
は
ジ
フ
テ
リ
ア
の
項
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

羽

急
性
灰
白
髄
炎
（
ポ
リ
オ
）

ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
で
す
。

％
以
上
は
不
顕
性
感
染
で
終
わ
り
ま
す

９０が
、
数
％
に
感
冒
様
症
状
や
無
菌
性
髄
膜

炎
が
起
こ
り
ま
す
。

−
％
が
急
性
灰

０.１

０.２

白
髄
炎
に
よ
る
急
性
弛
緩
性
麻
痺
を
呈
し
、

球
麻
痺
や
呼
吸
筋
麻
痺
が
進
行
し
て
死
に

至
る
こ
と
も
あ
る
ほ
か
、
麻
痺
を
残
す
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
１
９
６
０
年
代
に
５
万

人
を
超
え
る
大
流
行
が
あ
り
、
１
９
６
１

年
に
経
口
の
生
ワ
ク
チ
ン
が
緊
急
導
入
さ

れ
て
流
行
は
速
や
か
に
終
息
し
ま
し
た
。

１
９
８
０
年
以
降
発
生
は
あ
り
ま
せ
ん
が

海
外
で
は
現
在
も
流
行
が
見
ら
れ
ま
す
。

１
０
０
万
人
に
１
人
、
生
ワ
ク
チ
ン
に
よ

る
ポ
リ
オ
が
発
生
し
、
被
接
種
者
の
便
を

介
し
た
感
染
の
報
告
も
あ
っ
た
た
め
、
２

０
１
２
年
か
ら
は
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
で
定

期
接
種
と
な
り
ま
し
た
。

D
P
T
−
IP
V

ワ
ク
チ
ン
が
定
期
接
種
に

な
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
接
種
に
関
し

て
は
ジ
フ
テ
リ
ア
の
項
を
参
照
し
て
く
だ

さ
い
。

迂

結
核

結
核
菌
に
よ
る
感
染
症
で
す
。
乳
幼
児

で
は
、
初
感
染
に
続
い
て
肺
結
核
や
肺
門

リ
ン
パ
節
結
核
を
発
症
し
、
粟
粒
結
核
や

結
核
性
髄
膜
炎
に
進
展
し
て
死
に
至
る
場

合
や
、
後
遺
症
を
残
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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疫
が
得
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
１
日

で
複
数
の
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
同
時
接

種
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
同
時
接
種
に
は

以
下
の
よ
う
な
利
点
が
あ
り
ま
す
。

１
．
各
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
率
が
向
上
す

る
。

２
．
子
ど
も
た
ち
がV

P
D

か
ら
早
期

に
守
ら
れ
る
。

３
．
保
護
者
の
経
済
的
・
時
間
的
負
担

が
軽
減
す
る
。

４
．
医
療
者
の
時
間
的
負
担
が
軽
減
す

る
。

ま
た
同
時
接
種
に
つ
い
て
は
以
下
の
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

１
．
複
数
の
ワ
ク
チ
ン
を
同
時
に
接
種

し
て
も
そ
れ
ぞ
れ
の
ワ
ク
チ
ン
の
効

果
は
変
わ
ら
な
い
。

２
．
複
数
の
ワ
ク
チ
ン
を
同
時
に
接
種

し
て
も
そ
れ
ぞ
れ
の
ワ
ク
チ
ン
の
有

害
事
象
や
副
反
応
の
頻
度
は
変
わ
ら

な
い
。

３
．
同
時
接
種
で
接
種
で
き
る
ワ
ク
チ

ン
の
本
数
に
制
限
は
な
い
。

子
ど
も
た
ち
をV

P
D

か
ら
守
る
た
め

に
、
定
期
接
種
・
任
意
接
種
に
か
か
わ
ら

ず
、
こ
れ
ら
の
ワ
ク
チ
ン
は
い
ず
れ
も
重

要
で
す
。
同
時
接
種
で
そ
れ
ぞ
れ
のV

P

D

に
対
す
る
免
疫
を
で
き
る
だ
け
早
く
獲

得
し
、
子
ど
も
た
ち
がV

P
D

か
ら
守
ら
れ

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

碓

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
スA

/H
3
N
2

、

A
/H
1
N
1

、
B
型
に
よ
る
呼
吸
器
感
染
症

で
、
発
熱
、
頭
痛
、
関
節
痛
、
咳
、
鼻
汁

が
主
症
状
で
す
。
合
併
症
と
し
て
、
肺
炎
、

脳
症
、
中
耳
炎
、
心
筋
炎
、
筋
炎
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
毎
年
２
０
０
～
５
０
０
人
が

脳
炎
・
脳
症
を
発
症
し
、
死
に
至
る
場
合

や
、
後
遺
症
を
残
す
場
合
が
多
く
あ
り
ま

す
。H

1
N
1

２
０
０
９
に
よ
る
も
の
で
は

病
初
期
に
喘
息
性
気
管
支
炎
、
肺
炎
、
無

気
肺
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
特
に
乳
幼
児
、

高
齢
者
な
ど
が
重
症
に
な
り
や
す
い
で
す
。

流
行
は
爆
発
的
で
、
短
期
間
で
拡
大
し

ま
す
。
規
模
は
様
々
で
す
が
、
毎
年
流
行

し
て
い
ま
す
。
し
ば
し
ば
変
異
を
繰
り
返

し
て
き
た
歴
史
が
あ
り
、
今
後
と
も
注
意

を
要
し
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
は
任
意
接
種
で
す
。
生
後
６
か
月
か
ら

接
種
可
能
で
、

歳
未
満
は
４
週
あ
け
て

１３

２
回
、

歳
以
上
は
１
回
ま
た
は
２
回
接

１３

種
し
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
症
そ
の
も
の
を

完
全
に
は
予
防
で
き
ま
せ
ん
が
、
重
症
化

や
合
併
症
の
発
生
を
予
防
す
る
効
果
は
証

明
さ
れ
て
お
り
、
重
症
化
予
防
を
主
目
的

と
す
る
ワ
ク
チ
ン
で
す
。
発
病
予
防
だ
け

で
な
く
、
重
症
化
予
防
と
し
て
も
接
種
す

る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ワ
ク
チ
ン
を
従
来
通
り
の
単

独
接
種
で
行
う
と
、
接
種
の
終
了
が
遅
く

な
り
、V

P
D

に
か
か
り
や
す
い
時
期
に
免

ス
に
よ
る
感
染
症
で
す
。
不
顕
性
感
染
が

ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
数
百
人
に
１
人
が
発

症
し
、
発
熱
、
頭
痛
、
け
い
れ
ん
、
意
識

障
害
を
呈
し
ま
す
。
致
死
率
は
約

％
で
、

２０

−

％
に
後
遺
症
を
残
し
ま
す
。
乳
幼

３０

５０

児
で
は
重
い
障
害
が
残
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

１
９
６
６
年
頃
ま
で
は
年
間
１
，０
０

０
名
を
超
え
る
日
本
脳
炎
患
者
が
発
生
し
、

致
死
率
も

～

％
と
高
い
も
の
で
し
た
。

３０

５０

１
９
６
５
年
に
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
が
導

入
さ
れ
、
発
生
数
は
激
減
し
て
い
ま
し
た

が
、
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
と
思
わ
れ
た
脳
炎

が
発
生
し
た
た
め
、
２
０
０
５
年
か
ら
積

極
的
勧
奨
が
差
し
控
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
期
間
中
に
九
州
、
四
国
で
乳
幼
児
の

日
本
脳
炎
が
発
生
し
、
勧
奨
は
２
０
１
０

年
に
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
国
内
で
の

患
者
発
生
数
は
西
日
本
を
中
心
に
年
間
１０

名
以
下
で
す
。

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
は
定
期
接
種
で
す

が
、
予
防
接
種
施
行
令
に
よ
り
、
日
本
脳

炎
ウ
イ
ル
ス
の
ま
ん
延
が
な
く
患
者
が
発

生
し
て
い
な
い
北
海
道
は
、
定
期
接
種
を

実
施
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
北

海
道
の
子
ど
も
た
ち
が
日
本
脳
炎
の
発
生

地
域
へ
移
動
す
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
、
ま

た
地
球
温
暖
化
に
よ
り
日
本
脳
炎
の
発
生

地
域
が
北
へ
広
が
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
北
海
道
で
も
早
け
れ
ば
平
成

年
１６

よ
り
定
期
接
種
に
な
る
予
定
で
す
。
３
歳

で
１
期
初
回
を
接
種
し
、
初
回
接
種
後
６

か
月
以
上
あ
け
て
４
歳
で
１
期
追
加
を
接

種
、
９
歳
で
２
期
を
そ
れ
ぞ
れ
１
回
ず
つ

接
種
し
ま
す
。

か
月
後
に
２
回
目
を
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

窺

流
行
性
耳
下
腺
炎
（
お
た
ふ
く
か
ぜ
）

ム
ン
プ
ス
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
で
、

耳
下
腺
の
腫
脹
が
特
徴
的
で
す
。
無
菌
性

髄
膜
炎
の
合
併
が
多
く（
１
／
１
０
０
人
）、

難
治
性
の
高
度
感
音
性
難
聴
（
１
／
５
０

０−

１
，０
０
０
人
）、
急
性
脳
炎
（
１
／

３
，０
０
０−

５
，０
０
０
人
）
を
合
併
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
成
人
で
は
精
巣
炎
、

卵
巣
炎
な
ど
を
合
併
し
ま
す
が
、
不
妊
に

な
る
こ
と
は
ま
れ
で
す
。

お
た
ふ
く
か
ぜ
は
小
児
を
中
心
と
し
て

３
～
４
年
周
期
の
流
行
を
繰
り
返
し
て
い

ま
す
。M

M
R

（
麻
疹
・
お
た
ふ
く
か
ぜ
・

風
疹
）
混
合
ワ
ク
チ
ン
が
定
期
接
種
と
さ

れ
た
１
９
９
０
～
１
９
９
３
年
に
は
患
者

数
が
減
少
し
て
い
ま
し
た
が
、
再
び
周
期

的
に
流
行
す
る
よ
う
に
な
り
、
２
０
０
１

年
、
全
国
で
年
間
約
６
５
０
名
の
ム
ン
プ

ス
難
聴
が
発
生
し
ま
し
た
。

お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク
チ
ン
は
任
意
接
種

で
す
。
先
進
国
を
中
心
と
し
て
多
く
の
国

で
、M

M
R

ワ
ク
チ
ン
の
２
回
接
種
に
よ

り
発
生
数
が
激
減
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
１
歳
以
上
で
１
回
接
種
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
１
歳
と
小
学
校
入
学
前

１
年
間
の
２
回
接
種
が
推
奨
さ
れ
ま
す
。

定
期
接
種
化
が
望
ま
れ
ま
す
が
、M

M
R

ワ
ク
チ
ン
導
入
時
の
髄
膜
炎
多
発
の
件
も

あ
り
、
社
会
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

丑

日
本
脳
炎

日
本
で
は
ブ
タ
で
増
殖
し
、
コ
ガ
タ
ア

カ
イ
エ
カ
が
媒
介
す
る
日
本
脳
炎
ウ
イ
ル

３
．
同
時
接
種
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平平成2７年度新規採用職員紹介平成平成2７2７年度新規採用職員紹年度新規採用職員紹介介平成2７年度新規採用職員紹介
本年度、男性２名、女性４名の新規採用職員が入組いたしました。
今後とも組合員の皆さんの温かいご支援ご指導を賜りますようよろしくお願い申し

上げます。

☆質問事項☆
①生年月日・血液型 ②出身地・出身校 ③特技・趣味 ④自分の性格
⑤ＪＡ職員としての抱負

（本所管理課付）

中
なか

川
がわ

弘
こう

貴
き

①
平
成
５
年
３
月

日
・
Ｂ
型

２７

②
北
見
市
常
呂
町
・
酪
農
学
園
大
学

③
趣
味
尺
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
ラ
イ
ブ
鑑
賞

特
技
尺
カ
ー
リ
ン
グ

④
緊
張
し
や
す
い

⑤
早
く
え
ん
ゆ
う
農
協
の
戦
力
の
一
員
と

な
れ
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
。
組
合
員

の
皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（金融課中湧別支所）

川
かわ

崎
さき

菜
な

緒
お

①
平
成
８
年
４
月

日
・
Ｏ
型

１６

②
湧
別
町
・
湧
別
高
校

③
趣
味
尺
お
菓
子
作
り

特
技
尺
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

④
明
る
く
元
気

⑤
日
々
向
上
心
を
持
ち
、
一
日
で
も
早
く

立
派
な
Ｊ
Ａ
職
員
に
な
れ
る
よ
う
が
ん

ば
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（ローソン上湧別店）

齊
さい

藤
とう

翔
かける

①
昭
和

年

月

日
・
Ａ
型

６３

１２

２１

②
上
湧
別
・
遠
軽
高
校

③
趣
味
尺
野
球

④
明
朗
活
発

⑤
一
つ
一
つ
の
仕
事
を
全
力
で
こ
な
し
ま

す
。

（農 産 課）

福
ふく

島
しま

碧
みどり

（丸瀬布支所）

佐々木
さ さ き

杏
きょう

華
か

（本所資材課兼エーコープ富美店）

矢
や

萩 あゆみ
はぎ

①
平
成
３
年
６
月

日
・
Ａ
型

２７

②
湧
別
町
・
北
翔
大
学

③
趣
味
尺
ラ
ン
ニ
ン
グ

特
技
尺
バ
ト
ミ
ン
ト
ン

④
冷
静
沈
着

⑤
自
分
が
今
出
来
る
事
を
考
え
、
行
動
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
早
く
組
合
員
の
方

々
の
顔
と
名
前
を
憶
え
、
信
頼
さ
れ
る

よ
う
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

①
平
成
９
年
２
月

日
・
Ｏ
型

１２

②
遠
軽
町
生
田
原
安
国
・
遠
軽
高
校

③
趣
味
尺
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

特
技
尺
ダ
ン
ス

④
人
見
知
り
で
す
が
、
人
と
話
す
の
は
好

き
で
す
。
負
け
ず
嫌
い
。

⑤
業
務
内
容
を
早
く
覚
え
一
生
懸
命
仕
事

に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
笑
顔
で
明

る
く
沢
山
の
方
の
力
に
な
れ
る
よ
う
に

が
ん
ば
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

①
昭
和

年
９
月
９
日
・
Ａ
型

６１

②
遠
軽
町
生
田
原
・
遠
軽
高
校

③
趣
味
尺
イ
ラ
ス
ト
、
音
楽
鑑
賞

④
少
し
人
見
知
り
で
す
が
、
一
度
話
せ
ば

誰
と
で
も
す
ぐ
に
う
ち
と
け
ら
れ
る
性

格
で
す
。

⑤
今
ま
で
以
上
に
気
を
引
き
締
め
、
任
さ

れ
る
仕
事
に
は
責
任
を
持
ち
、
ま
た
自

分
の
意
思
も
持
て
る
よ
う
自
信
を
持
っ

て
仕
事
し
て
、
日
々
学
ん
で
い
く
こ
と

を
忘
れ
ず
職
員
の
自
覚
を
も
っ
て
努
力

し
ま
す
。
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早
春
の
候
、
組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

何
か
と
ご
多
忙
な
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
三
月
末
日
を

も
ち
ま
し
て
定
年
退
職
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昭
和

年
に
旧
遠
軽
町
農
業
協
同
組
合
に
入
組
し

５０

て

年
間
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

４０こ
れ
も
組
合
員
の
皆
様
、
役
職
員
の
皆
様
の
暖
か

い
ご
指
導
ご
助
力
を
い
た
だ
け
た
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
お
、
退
職
後
は
（
株
）
ジ
ェ
ー
エ
ー
え
ん
ゆ
う

ス
タ
ン
ド
様
の
ご
厚
意
に
よ
り
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
お
世
話
に
な
る
と

思
い
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
組
合
員
な
ら
び
に
関
係
者

の
皆
様
方
の
末
永
い
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

ま
た
、
え
ん
ゆ
う
農
協
の
益
々
の
ご
発
展
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
退
職
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

㈱ジェーエーえんゆう出向

遠 藤 隆

退 職 者 挨 拶退 職 者 挨退 職 者 挨 拶拶退 職 者 挨 拶

早
春
の
候
、
組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

何
か
と
ご
多
忙
な
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
三
月
末
日
を
も

ち
ま
し
て
退
職
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成

年
旧
生
田
原
町
農
協
に
入
組
し
て
以
来
、

１７

約

年
間
奉
職
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１０こ
の
間
に
は
組
合
員
の
皆
様
を
始
め
、
役
職
員
の

皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

在
職
中
に
は
公
私
共
に
多
々
ご
迷
惑
を
お
掛
け
致

し
ま
し
た
が
、
温
か
い
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
下
さ
っ
た

こ
と
を
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
又
え
ん
ゆ
う
農
業
協
同

組
合
の
益
々
の
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
退
職
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

早
春
の
候
、
組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

何
か
と
ご
多
忙
な
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
三
月
末
日
を

も
ち
ま
し
て
退
職
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成

年
に
入
組
し
て
か
ら
、
本
所
金
融
課
、
金

２１

融
課
中
湧
別
支
所
に
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
こ
の

間
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

在
職
中
に
つ
き
ま
し
て
は
、
皆
様
方
に
数
々
の
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
な
が
ら
も
、
至
ら
な
い
私
に
ご
指

導
と
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
心

よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
、
そ
し
て
、
え
ん
ゆ
う
農
協
の
益
々
の
ご
発

展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
退
職
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

今
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

畜産課生産振興係

滝 口 隆 弥

本所金融課

中 元 美 穂



理

事

会

の

あ

ら

ま

し

第
２
回
理
事
会
（
平
成

年
３
月

日
）

２７

２４

◇
報
告
事
項

１
．「
独
立
監
査
人
の
監
査
報
告
書
」及
び

全
国
監
査
機
構
決
算
監
査
結
果
に
つ

い
て

２
．
決
算
監
査
の
結
果
に
つ
い
て

３
．
職
員
の
採
用
及
び
退
職
、
人
事
異
動

に
つ
い
て

４
．
経
済
委
員
会
開
催
結
果
に
つ
い
て

５
．
Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
政
治
連
盟
収
支
報
告

に
つ
い
て

６
．
組
合
員
の
異
動
に
つ
い
て

７
．
地
区
別
懇
談
会
の
開
催
に
つ
い
て

８
．
役
員
推
薦
委
員
会
の
開
催
結
果
に
つ

い
て

９
．
そ
の
他

・
４
～
６
月
配
合
飼
料
価
格
に
つ
い

て
・（
株
）遠
軽
農
業
振
興
公
社
へ
の
増

資
に
つ
い
て

◇
議

案

１
．
第

回
通
常
総
会
参
考
資
料
に
つ
い

１６
て原

案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

２
．
平
成

年
度
事
業
計
画
の
設
定
に
つ

２７

い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

３
．
第

回
通
常
総
会
議
決
権
行
使
に
当

１６
た
っ
て
の
留
意
事
項
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

４
．
平
成

年
度
の
余
裕
金
運
用
に
つ
い

２７

て原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

５
．
信
用
の
供
与
等
の
限
度
額
の
設
定
に

つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

６
．
組
勘
貸
越
極
度
額
の
設
定
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

７
．
組
合
員
に
対
す
る
資
金
の
貸
付
及
び

農
林
漁
業
資
金
の
借
入
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

８
．
理
事
に
対
す
る
資
金
の
貸
付
及
び
農

林
漁
業
資
金
の
借
入
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

９
．
出
資
金
の
譲
渡
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

．
玉
葱
本
精
算
見
込
み
に
つ
い
て

１０

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

ひざし ２０１５.４ 鯨

左
記
の
通
り
、
人
事
異
動
が
あ
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

（
順
不
同
）

《
異

動
》

（
３
月
１
日
付
）

池

田

真

治

ロ
ー
ソ
ン
上
湧
別
店

店
長

↓

ロ
ー
ソ
ン
遠
軽
厚
生
病
院
店

店
長

《
異

動
》

（
４
月
１
日
付
）

渡

辺

勝

則

（
株
）
ジ
ェ
ー
エ
ー
え
ん
ゆ
う

出
向

↓

（
株
）
エ
ー
コ
ー
プ
え
ん
ゆ
う

出
向
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人
事
異
動
の
お
知
ら
せ



読 
者 
の 
声

　

春
は
そ
こ
ま
で
来
て
い
る
よ
う
で

す
が
雪
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
ネ
。

自
然
の
力
、
人
は
従
う
し
か
な
い
よ

う
で
す
ネ
。　
   　
　
　
　
　

（
匿
名
）

　

こ
の
号
が
皆
さ
ん
の
手
元
に
届
く

頃
に
は
土
色
の
大
地
が
広
が
っ
て
い

る
で
し
ょ
う
ね
。
そ
う
思
う
と
一
年

は
本
当
に
早
い
で
す
ね
。

　

繰
り
返
し
の
吹
雪
に
悩
ま
さ
れ
た

今
年
の
冬
。

　

で
も
春
が
来
ま
し
た
ね
。 

（
匿
名
）

　

厳
し
い
冷
え
込
み
や
風
雪
も
嘘
の

よ
う
に
穏
や
か
な
陽
気
が
続
く
よ
う

に
な
り
ま
し
た
ね
。

　

土
日
に
長
女
一
家
が
し
ば
ら
く
ぶ

り
に
遊
び
に
来
ま
し
た
。
主
人
は
ス

ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
に
乗
せ
た
く
て
、
待

っ
て
い
ま
し
た
と
ば
か
り
、
孫
を
乗

せ
て
走
り
回
っ
て
い
ま
し
た
。
５
年

生
の
孫
も
運
転
さ
せ
て
も
ら
っ
て
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。
婿
さ
ん
も
今
年

は
十
分
に
乗
っ
た
と
言
っ
て
喜
ん
で

帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。
主
人
も
婿
さ

ん
や
孫
が
満
足
し
て
帰
っ
た
の
で
気

分
を
良
く
し
て
ま
し
た
。

　
　
  　

（
Ｐ
．
Ｎ　

ゆ
う
の
母
よ
り
）

　

た
く
さ
ん
遊
ん
で
も
ら
え
て
お
孫

さ
ん
も
楽
し
か
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。

　

出
産
予
定
日
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。

　

元
気
な
子
ど
も
が
産
ま
れ
る
よ
う

が
ん
ば
り
ま
す
。　
　
　
　
　

（
匿
名
）

　

元
気
な
お
子
さ
ん
が
産
ま
れ
る
こ

と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。
お
便
り
待

っ
て
い
ま
す
。

劇　ひざし　２０１５. ４

　応募用紙に答え・住所・氏名を明記し、
身近な話題・変わった出来事等を書き添
えてＦＡＸにてご応募下さい。
　正解者の中から抽選で毎月３名の方に、
粗品をプレゼント致します。

   締め切り 　４月２ ５日 （土）

脂 
タ
テ
の
カ
ギ

２　

奥
さ
ん
を
大
切
に
す
る
男
性

６　

初
夏
の
空
を
す
い
す
い
と
飛
ぶ
鳥

８　

こ
ん
こ
ん
と
水
が
湧
き
出
ま
す

９　

刺
身
に
よ
く
添
え
ら
れ
て
い
る
花

　
　

ポ
ッ
と
赤
ら
め
る
も
の

１０
　
　

丸
木
を
組
ん
で
造
っ
た
建
物

１１
　
　

父
は
ロ
バ
、
母
は
馬

１５
　
　

新
鮮
な
鶏
卵
だ
と
、
皿
に
割
っ
た
と
き

１６
　
　

盛
り
上
が
り
ま
す

　
　

日
光
が
当
た
っ
て
い
る
場
所

１８
　
　

ま
き
を
く
べ
て
使
う
調
理
設
備

２０
　
　

長
崎
名
物
の
麺
料
理

２１

紙 

ヨ
コ
の
カ
ギ

１　

４
月
は
卯
月 （
う
づ
き
）、
５
月
は　
　

２　

空
か
ら
ポ
ツ
ポ
ツ
と
落
ち
て
き
ま
す

３　

人
間
万
事　
　

が
馬

４　

川
端
康
成
が
書
い
た
『　
　

の
踊
子
』

５　

短
時
間
う
と
う
と
と
寝
る
こ
と

７　

秘
密
や
悪
事
を
白
日
の
下
に
さ
ら
す
こ

　
　

と

　
　

大
股
で
歩
く
人
は
広
め

１０
　
　

具
を
ホ
ワ
イ
ト
ソ
ー
ス
で
あ
え
て
焼
い

１２
　
　

た
料
理

　
　

戸
を
ぴ
っ
た
り
閉
め
な
い
と
開
き
ま
す

１３
　
　

画
家
の
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
が
晩
年
を
過
ご
し

１４
　
　

た
島

　
　

５
月
４
日
は　
　

の
日

１７
　
　

農
作
業
に
必
要
な
道
具
を
し
ま
っ
て
お

１９
　
　

く
建
物

　
　

に
ぎ
り
ず
し
を
数
え
る
と
き
に
使
う
言

２０
　
　

葉

プ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

プ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ

プ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズズ
ルル

プ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

〜 応 募 方 法 〜

    Ａ         Ｂ        Ｃ      Ｄ　  Ｅ 

２１

１０

Ａ
３

Ｃ

８

１２

１

２

Ｄ

Ｂ

４

５

１４６

１６

３月号の答えは 「ニユウガク」 でした。
いよいよ春到来ですね。
当選者は下記の方々です。

湧 別 町 開 盛

湧別町中湧別中町

遠軽町大通南２丁目

佐々木公子　さん
鹿野内集子　さん
金子　杏香　さん

２０

１９７
Ｅ

９

１５

１１

１３

１７

１８



発
行
日
　
平
成
２７
年
４
月
１０
日

発
　
行
　
え
ん
ゆ
う
農
業
協
同
組
合
　
中
川
菊
夫

編
　
集
　
営
農
課
  営
農
企
画
係

印
　
刷
　
横
田
印
刷
株
式
会
社

〒
 ０９９
 −
 ６５０１
　
北
海
道
紋
別
郡
湧
別
町
上
湧
別
屯
田
市
街
地
２３０
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
  ０
 １
 ５
 ８
 ６
−
２
−
２
 １
 ６
 １
 ／
 Ｆ
Ａ
Ｘ
  ０
 １
 ５
 ８
 ６
−
２
−
４
 ７
 ９
 ７

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
h t t p : / / w

 w
 w
 . j a
 - e n y u . c o m

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
 k i k a

 k u @
 j a
 - e n y u . c o m

№１ ９４

２０１５

 ４４
月号

ひざし　２０１５. ４　戟

 漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁

　春を迎えて、まもなく畑起こ
しや肥料散布、農作物の植付け
など、農業機械を使った作業が
始まりますが、例年、農作業事
故が増える時期です。
　安全確認を徹底して、農作業
事故にご注意いただいて、今日
も「事故ゼロ」で家族が待つ食
卓に帰りましょう！

安全確認の徹底安全確認の徹底でで
農作業事故ゼ農作業事故ゼロロ
安全確認の徹底安全確認の徹底でで
農作業事故ゼ農作業事故ゼロロ
安全確認の徹底で
農作業事故ゼロ
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